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令和元年度事後評価箇所表 

                                                                       担当課〔 河川課 〕 

番   号 ５ 
事 業 名 

(路線･河川名等)      

総合流域防災事業 
（一級河川 濁川） 

実施箇所 恵那市大井町 全体事業費 
（当初600百万円） 

575百万円 

採択年度 平成３年度 完了年度 平成２５年度 

事後評価の実施基準 全体事業費５億円以上で、事業完了後概ね５年経過したもの。 

事業目的  

濁川では、近年では昭和58年、平成元年に浸水被害が発生しており、河床掘削、築堤、

護岸及び堰等の改築により流下能力を拡大し概ね1年間に1/10程度の確率で発生する規模

の洪水を安全に流下させ、浸水被害の軽減を図ることを目的とする。 

事業概要  

 事業延長 L=1,140m 【河道掘削、築堤、護岸、落差工 等】 

概 要 図  
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② 

②平成元年 9 月 洪水浸水状況 
(下岡瀬沢 2 号橋下流) 

①平成元年 9 月 洪水浸水状況 
（安原橋下流) 

安原橋 奉行橋 

下岡瀬沢 2 号橋 

濁川 総合流域防災事業 L=1.14km 

中津川市 

恵那市 

凡例 

 

市町村界 

対象河川 

事業区間 

河川 

高速道路 

主要道路 

鉄道 

JJRR 中中央央本本線線  

中中央央自自動動車車道道  

明明智智鉄鉄道道  

恵那駅 

東野駅 

恵那市役所 

濁川 

阿木川 
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評価結果  

① 住民の参加・協働による効果  

■計画段階： 事業説明会を実施。 

■事業中 ： 河川整備計画策定時（H12.3）に住民アンケートを実施し、河道改修の早期実現、河

川美化に対する取り組みの実施などの要望を確認。 

■事業後 ： 事業実施後（R1.9）に事業効果に関する住民アンケートを実施した結果、住民によ

る河川の美化活動（草刈、ゴミ拾い）等が 1 回/年程度実施されている。 

② 事業の効果  

■治水の効果 

・1/10 規模の出水により想定される氾濫被害（浸水面積約 5.4ha、浸水区域内人口約 25 人、浸水家

屋数約 10 戸）が解消。 

・着手前に比べて、1/10 規模の流量が流下した場合、約 1.7m 水位が低下。 

■費用対効果 

・Ｂ／Ｃ＝４．１ 

③ 環境面への配慮  

・改修前の河床をスライドダウンさせることで、従前と同様な河川環境を回復し水生生物の生息環

境に配慮。 

・工事に際しては、水際などに植生を回復させ、護岸が目立たないよう河川景観に配慮。 

・現況の直壁落差工を緩傾斜落差工とすることで、水域の連続性に配慮。 

④ 事業を巡る社会経済情勢の変化  

・恵那市人口は、約 5.1 万人であり、減少傾向。 

・濁川流域では建物用地の割合が 14％程度増加し、特に事業区間周辺での宅地化が進んでいる。 

⑤ 利用者・地域住民等への効果  

・河川事業については、約 60%の回答者が「満足」、「どちらかと言えば満足」と回答。 

・河川事業後の環境については、約 45%の回答者が「良くなった」、「どちらかと言えば良くなっ

た」と回答。 

・河川事業後の景観については、約 55%の回答者が「良くなった」、「どちらかと言えば良くなっ

た」と回答。 

⑥ 対応方針（案）  

■今後の事後評価の必要性 

・概ね 1 年間に 1/10 程度の確率で発生する規模が流下可能な河道が完成し、治水安全度が向上して

いる。また、事業に対する地域住民の満足度などの事業効果を確認。 

・水際植生が回復するなど、従前の河川環境が回復しつつある。直壁落差工の緩傾斜化により、分

断されていた水域の連続性が向上した。 

  ⇒今の段階では今後の事後評価は必要なし。 

■改善措置の必要性 

・今の段階では、本事業に対する改善措置の必要なし。 

■新規事業へ適用すべき留意点 

・アンケート調査結果から、本事業に対する満足度は良好であったが、一部で、全国の大規模災害

の発生を踏まえ、可能な限りの対策を求める意見もあった。今後も地域住民の生命と財産を守れ

るよう、治水事業や大規模水害に対するソフト対策（洪水に対する避難情報の提供、避難行動へ

の働きかけ）などを実施していく。 
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L=1.14km
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